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二三例でflt汀上卜行結腸または S 状結腸 (3例は両者にわた

ら)で従来の報告通 り左半結腸に多かった.狭窄塾は語

例,残 りは一過性で 4-5 日で症状軽快するものが多く

早期ハ内視鏡検査が必要である.38才男性,1)0才■男性,

31)才女̀性しノr)若年成人症例を呈示した.

26)巻町の大腸癌検診について
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我々は昭和甜年から3年間,鼎立がんセソタ-新潟病

院と基をこ,63 年は単独で予巻町の健潜血反応による大腸

癌検診を行なったので報告した.受診者数は60 年は約 1500

名だったが,61 年,62 年は2榊0名を越え,63 年は 1800

余寒だった.一次検診の陽性率は年度により検査方法が

輿なったが,約10% だった.二次検診受診者数は 150 名

前後で,受診率は80% 前後だったがき63 年は約90%と向

上した.二次検診の方法は注腸検査を主とし,異常を認

めた場合をこCF を施行する場合が多かった.結果は60

年ま503 人中 7 人,61 年 2053 人中 1人,62 年 2090 人や6

A,63 年 18 購入率5 人の癌を発見 し,61 年を除いて,

癌発見率は 0.3-0.5% ,早期癌は各年 3 人だった｡癌

症例に腺腫を合併する事が多く,中に腺鹿西癌が認めら

れる車もあり,腺腫発見例や,癌術後例の定期的な精密

検査の必要性を強調したい.
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現職郵政省職爵 721名を対象をこ免疫学的健潜血反応

(ラテックス凝集法) 3 日法及び 1 日法をこよる太腹癌検

診を施行した.陽性者は85 名で75 名に大腸内視鏡iこよる

櫓登を施行した.その結果,大腸癌 2 着,太腹ポリ…プ

29名など合計36 名,精査受診者の48%と高率をこ病変を発

見し,22 病変に内視鏡的ボり--1ゾ切除術を施行した.こき

日経と 1 日法で受検老総数に対する大腸癌や太腹ポリ-

プなどの症例数はほぼ同率であった.また,3日紋では,

騎換受診者数に対する有所見者率が1日法に比し低 宅偽

陽性率が高率であった血以上の結果及び偽陰性例の存在
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を考慮する上 免疫学的便滞ifll反応 lH法を経年 的に繰

り返 して行うことが大勝癌検診として歯周であると考え

t､-,Jlた.

一､- -1 ･･､･工 ､こい=1:J… . ド.,了

.--1癌の異型のバリエ-ションiJ /_)いて
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千FTl 巨

潰慶性東腺炎 犯 C)に合併する 太腺上皮性感癌のう

ちチ払従車の組織学的潮定義郡 では癌と判定できない

病変は dysl)lasiaJ二呼 ばれてきた.

今rL=昭文々 は高分化人腸 sm 癌17症例を用し､て,従来

の癌の組織判定基準-癌の異 型度バリュ…ショソ-の見

直しを行った.その上で,洩 癌性大腸炎 (UC) に合併

した Hi拷hgradedysplas豆a とされる病変の紐_織異型

を検討 した.

粘膜下層に浸潤 した痛は高異型度と低異型度をこ分けら

れた.従来の大腸癌の組織診断基準は高異型度癌を転と

をこして作成されたと考えられ,低異型度の癌が考慮され

ていない.今後癌の組織診断基準を訂正 してゆく必要が

あると思われた.

uC をこ合併 した Highgradedysplasia とされるの

異型度は低異型度の癌と類似 しており,痛である可能性

が高いと思われた.

29 1Cronkhite-eanada症候群し っ 1例
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症例は54歳男性で下痢,脱 ri.食欲J村長.体重減少を

訴えて来院した.頭髪をはじめ眉毛,まつげ,髭の脱落

が見られ,爪は自色調殿変形を認めしばらくすると古い

爪L･明断'kが兄と､､かた.胃十 .I.指腹,全人腸にこドま/i,性に

発赤 した畢粒状の小ポリ-プが無数をこ存在 し一見イタラ

様に見えた.組織学的;こ腺管L7)過形成と嚢胞状拡張が見

吊 !.間質には浮腫と畔度L71細胞浸潤が認めit-一打 Cl･On-

kl lit(､{､anこIdl ･l症候群 (CeS l上診断 した.栄養管理上

ステロイド療法をこより約 1 ケ月半で諸症状の改善とポリ-

プの滑朱または減少を認めた. しかしステロイドを中止

したところすくやをこ再燃したためステロイド療法を再開し

軽快した申CCS は消化管ポリポーシス,下痢,脱毛,

爪甲異常予皮膚色素沈着を主症状とする極めて稀な疾患
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である.ステロイ ド療法が奏功 したとの報告も見られる

上･うにな-､たが,本邦報告 123 例を分析 した後藤による

と,癌の合併が予後を左右する因子であろうと雷及 して

いる.

30)腹部臓 器に石伏化を伴ったサルコイドー

シスの 1例

鈴木
梯審 健司 書荒木 遜 宅鷲 巌病院)悟

仁 ､ ∴ ‡

症例は59歳の 女ヤ臣..昭~fl163年5i-i頃よ･'･).Ili現した常視

診断を受け上. 胸腹部X線写t-篭･iこて.両側肺門')ンバ節

腫脹上抑陣を LLL.したl二腹部LV欣化を認恥 この精査

がら熱性疾患の既往がある.入院時税症では特記すべき

所見はなく.検査成績で甘 リ反1111()llllTl,抗核i'l'亡体

シソ変換酵素の軽度上昇のみ陽性 肝生検でサル二gイド

結節を証明し,診断を確定 した.石灰化の原因は,サル

二村 ド結節の類上皮細胞が産生するビタミンDかこより,

サルコイド結節自らが石灰化する可能性も考えられた.

31)胃癌(こ合併 した腹膜偽粘液腫レナう1例

藤
藤
羽

斎
後
丹

●
●
●

荘

!
章
栄

治

武

恒

機
軸

寛

正

卜

藤
越

川
木

..'LL
加
小

鳥

鈴

∴･
立がん救
潟病院 _･)
(. fl]=] 外科l
( 閲 病理)

粘液軒 用l胞 冊 朗笑や大網に着伏 し.腹腔｢畑こi･:り -I

次の粘液性腹水が貯留する腐膜偽粘液鷹は比較的稀な疾

患である,その原発巣は良性と悪性を含め卵巣や虫垂が

約729 -0を占札 銅 損こ｣ころも(′')は陣めてN)-∴い'しい.臥

共は胸部 し線し')･粍常で来院 LI精良J_)結果Ttc型胃癌由

来と考えられる腹膜偽粘液腫のま例を経験 したので報告

する.症例:50 才,男性.現病歴:昭和62 年末より食欲

不振と体重減少を認める私放置,昭和転3年2月胸部 レ線

で右胸水を指摘され来院.腎内視鏡検査で関前廃部の琵

C 型分化型腺癌,腹部 CT で腹水より highdens豆綾

な結節状で肝波状撃入像を示す貯留物がみられ 胃癌に

合併 した腹膜偽粘液腫と診断 した.切除不能であったが

約1年後の現在生存中である.

第50回新潟消化器病研究会

日 時 平成元年 7月29日 (土)

午後 1時30分より

会 場 新潟刺 央ホテ′レ

一 般 演 題

1)小促胆壌捻転症LJ)1例

斉藤 髄 銀白鴫 功 を緒 病 院)阿部 要-

小川 淳･lt-.[沫 黒行 (rrill,トIJ甘い

胆嚢捻転症は i約8年Wemdeまをこより,はじめて報告

され 本邦では 且932年事横山ら奉こより第 ユ例が報告さ

れて以来,これまで 旦80条例を数える比較的稀な疾患で

ある,小児の発症は橡めて稀で,且6例報告されているに

すぎない.

最近我々は,か児の胆藤捻転症を経験 したので報告す

ら.

患者は3歳8鳶月の女児で,急性虫垂衆による穿孔性

腹膜炎殿診断で緊急手術を行なったところ,胆承捻転症

であったため,胆嚢の捻転を整復 し胆嚢摘出術を施行 し

た.胆廃は Gross EI塾の遊達胆嚢で,時計方翻 こ且射O

の捻転を認 めた.摘出により手術後経過は良好であった.

盟)胆道癌に おける放射線療法の検討

索船 善朗 ･本間
尾崎 俊彦 8宮川 了 ･･ .,
f碑,i- 竹Llu･川【J El:_樹 ( 同 外科)

過去 3年間をこ当院で経験 した胆道癌 15例のうち PT-

CD の内療化とコバル ト療法を施行 Lた 4 例について検

討Lた.

複例の内訳は,胆嚢癌が 2例,胆管癌が 2例で何れも

進行癌であった.PTCD の内感化後, コバル トは 1回

2Gy ,合計 50Gy を病変部に照射 した.その結果,嶺

例中3例は予減黄がみられ そのうち 2例は, 1 年以上

の比較的最期生存を得ることができた. しかし 滅茶が

不十分であった例は, 3 カ月で死亡 した.

結果として,PTCD の内療化と放射線療法は胆道癌

の原発巣に対しては,有効と考えられた.しかし 遠隔

転移をこ対 しては,無効であり,化学療法や免疫療法を含

めた集学的治療が必要である.




